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妊娠現象が14Crglycineの各臓器の各分画への

　　　　　Incorporationに及ぼす景多響

一特に内分泌腺を中心としで一

金沢大学大学院医学研究科産科婦人科学講座（主任

　　　　　　　　柳　　沢　　和　　孝

　　　　　　　　　（昭和42年12月27日受付）

赤須文男教授）

本論文の要旨は昭和42年第40回日本内分泌学会総会において発表した．

　妊娠母体の各臓器は，非妊時と質的にも量的にも異

なった機能を営み，胎盤を介して胎児の発育に直接的

あるいは間接的に影響を及ぼしていることは贅言を要

しない所であるが，特に内分泌腺においては，全く新

しい調節機構のもとにその機能が営まれているものと

考えられる．また，胎盤自体においても蛋白体ホルモ

ンおよび各種Steroid　hormonesの産生，糖質，脂質

および蛋白質の各高射，Vitaminや酔素の作用，解

毒機能およびその他種々の代謝が営まれ，あたかも代

謝の中心臓器をなしているような感じを与える．即

ち，妊娠時，胎盤は一面下垂体の代用臓器である印象

をもつ他，末梢内分泌臓器の代用臓器ともなり，更に

各種代謝産物の面から考えると第2の肝臓や腎臓1）

ともいってよいかも知れない．衆知の如く，胎盤は

Steroid　hormonesとして，　Estrogen　1）～3）を始め

Progesterone　1）4），Androgens　5）およびCorticoids　6）

を，また，蛋血体ホルモンとして絨毛性ゴナドトロピ

ン（以下HCGと略）を，また一部学者によっては

副腎皮質刺激ホルモン（以下ACTHと略）をその妊

娠月数に従って巧妙な調節機構のもとに母体およびお

そらくは胎仔にも供給しているものとされている，こ

の他，申状腺刺激ホルモン．（以下TSHと略）や成長

ホルモン（以下GHと略）の分泌についても肯定

的意見がある．妊娠時はこれらのAnabolicおよび

Catabolicな作用をもったHormoneが生体内に充満

し，　しかも全体としてAnabolicな方向に機能が営

なまれ母体および子宮内胎児は体重増加を示し窒素平

衡は正を示している．HormoneのAnabolicあるい

はCatabolicなPotencyについては赤須7）～10）お

よび湯上らが11）～13）既に詳細に報告している．また

Isotopeを使った生体内のアミノ酸代謝に関した報告

も多く，Schoenheimer　14）は15　N一および3H－Leuc

ineを用い組織蛋白へのincorporationについて観

察し，　Schoenheimer，　Ratner　a．　Rittenberg　15）ら

は14N－glycineを用い，　Greenberg　a．　Winnick　16）

は14C－glycineを用い，赤須・舘野17）～20）は32Pを

用い下垂体一副腎系について観察している．その他

in　vtroにおいても，　Isotopeを用いたアミノ酸の

incorporationについては報告が多い．妊娠時の諸種

代謝を，このようなエネルギー代謝のみで総括して考

察してゆくことは，勿論，不可能なことであり，妊娠

の進行と共に重量を増し，しかもその中の1つ1つの

物質の代謝活性も妊娠時期によって異なる態度を示す

胎盤を中心にした内分泌腺の動きについての詳細な報

告もある．いずれにせよ，妊娠時は胎児・胎盤系を中

心として新しい内分泌系ができるわけで，このさい，

支配ホルモン（M）と被支配ホルモン（N）との関係

は，非訟時にはM＋N≒constant（いわゆるFeed

back）であったものが，妊娠時はM／N≒constant

の関係に切りかえられていくのではないかと提唱して

いる報告1）もある．故に，刺激ホルモンと被刺激ホ

ルモンの双方が同時に増加或いは減少を示すことの説

明がつくわけであり，このような新しい内分泌系の下

における糖質，脂質および蛋白質の各代謝にも消長が

おこり，しかも巧妙に調節されているわけであろう．

著者は，胎盤を含めた妊娠時の内分泌臓器の脂質，蛋
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白質および核酸の各代謝に注目し，Wistar系ラット

を用い，14C－glycineを投与しその動態を観察し，

いささか見るべき知見を得たので以下これを記述す

る．

実験材料および実験方法

1．実験動物

　被検動物は体重約140～150gのWistar系処女雌

ラットで，　このさいVaginal　smear　test　2ユ）により

発情前期から発情期に移行する時期に，体重約200～

230gの雄ラットと交配させ，翌日前者の腔内に精子

を認めた場合を受精第1日とした．そしてこれを対照

群（非妊娠群），妊娠初期群（妊娠7～8日目，妊娠中

期群（妊娠13～14日）および妊娠後期群（妊娠20～21

日）の4群に分け，1群をそれぞれ10匹とした．ラッ

トの飼育にさいしては，ラット繁殖用下弓飼料（オリ

エンタルNMT），新鮮野菜および自由な広さを有す

る金属性Cageに2匹1組として入れ，温度湿度等

の条件も，同一の系統実験に対しては可及的一定に保

つように注意した．

皿．実験器具

　ラット重量測定用秤

　Torsion§balance：臓器重量測定に用いた．

　Homogenizer：Potter－Elvehjem型ガラスホモ

ゲナイザーで容量は2ml～10mlのもので，臓器を細

断後ホモゲナイズするのに用いた．

　遠心装置：Schneiderの方法により分画のさい

遠心沈澱に用いた．

　Isotope測定器械：①神戸工業社製EA－102型

Gas　flow　counter：Automatic　Sample　Changer

がついていて1200VoltでQgasを使用し，主とし

て蛋白分画のcounts測定のさいはBa14CO3として

測定した．②Liquid　Scintillation　Counter：神

戸工業社町EA－26型Liquid　Scinti11ation　Sample

Changerで1900　VoltでGain　1．5で使用し後に述

べる液体シンチレーターに試料を溶解して測定した．

皿．Isotopeおよびその投与方法

　放射性アミノ酸は14C－2－glycineで，これを2μc／ml

になるように蒸溜水で溶解し赤須17）および倉光22）ら

の方法に従いラット体重100g当り3μcずつ背部筋肉

内注射法により投与した．

W．Isotope投与後屠殺までの時聞

　これについては多くの実験成績があり臓器へのup－

takeおよびincorporationについてはかなりの時閥

的推移が見られると報告されている．著者もこの問題

については注意し基礎実験を行なった結果，臓器につ

いて多少の違いは見られたが，投与後5時聞目以後は

ほぼ安定性を示したので6時間を選んだ，

V．屠殺方法

　上記Isotopeを投与6時間後赤須らの方法に従い

エーテル麻酔下で被検臓器内に血液の滞溜を起さぬよ

う注意しつつ，開胸後，心室穿刺によって充分潟町し

脱字しさせた．そのさい血液による臓器の汚染は可及．

平門iけるようにした．

w．被検臓器

　屠殺後速かに開頭および開腹し，闇脳・下垂体・申

状腺・肝・脾・腎・副腎・卵巣および子宮（胎盤およ

び胎仔を含む）を別出し，Torsionsbalanceおよび

盲動上皿天秤で重量の測定を行なった．

W．測定用試料の調整

　臓器200mgをとり（臓器が200mg以下の場合はそ

のままの重量で）生食水で充分謝條した後，庶糖液

0．8m1と共にPotter－Elvejhem型ホモゲナイザーで

ホモゲナイズした後，Schneider法23）で分画した．

即ち，10％Trichloroacetic　acid（以後TCAと

略）2．5m1を加え，遠心沈澱する操作を3回繰り返し，

酸溶性分画を除き，次に残渣を95％Ethylalcoho1

と次に純Alcoholと遠心沈澱し，更に311のAl・

coho1－Ether混合液と共に3分間，3回熱し，これ

を遠心沈澱し，脂質分画を除いた．そして更に組織残

渣を冷5％TCAと遠心沈澱し，：更に5％TCAで懸

濁し，90。C　15分間加熱し冷却後遠心沈澱し核酸部分

を取り除き最後に残った部分を乾燥した．そして酸溶

性分画，脂質分画および核酸分画はLiquid　Scin・

cillator　に溶解し　Liquid　Scincillation　Counter

で測定し，蛋白分画はミクロ法24）で臓器を酸化し

Ba14CO3としてこれを直径26mmのSiainless製試

料皿に均等にのせ乾燥しCountを測定した．なお自

己吸収およびScincilatorの問題もあり次の基礎実験

をした．

孤，基礎実験

　著者の扱ったIsotopeは14Cであり一般にこのよ

うな低エネルギーのβ線放射性核種（14C，35S，35Ca

等）の円型試料を測定する場合には自己吸収による測

定誤差が特に著しく25）～27），測定値は真Q放射能の強

さを示さないことが知られている．自己吸収現象は理

論的には取り扱えないがβ線源と測定器がある条件下

にあるときは実験的に指数函数的自己吸収の起ること

が知られている．著者は後に述べるミクロ法を使っ

て14Cの自己吸収曲線を作製した28）．いま単位型さ

mg／cm2あたりの真の放射能をaoとすると，みかけ

の放射能Aは次の如く示される，
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図1　14C・自己吸収曲線（Ba14CO3）

無限厚：110mg以上
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　　　　一→mg／試料皿

図2　リンデンバウム改良型酸化器
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　　　　A一～茎oe一・・d・＋・一・・）・・…④

　　　　　　0
　　　　　　　μ：質量吸収係数

tが無限大の時のみかけの放射能をAっ。とすると①

式より

①②より

Aつ。＝　ao　・一②
　　　　μ

　　　　　A　＝1－e一μt……③
　　　　　AひQ

　この時の試料の厚：さが無限厚であり，これよりいく

ら厚くても試料は一定の測定値を示すだけである．③

式より

　　　　1・9－A惹A一統・・…④

㌦この式から明らかなように実験的に質量吸収係数μ

を求めることができる．また厚さtの時の真の放射能

をAtとすれば

　　　　At＝aot……⑤

従って

　　　　f一念一1r影μt一⑥

　となる．以下この式によって自己吸収係数を計算し

自己吸収曲線を描いてみると第1図のようになる．次

に著者が使用したミクロ法について述べる．このさい

第2図に示したLindenbaum改良型酸化器を使用し

たが，これはまずAに試料を入れ新V－F液の固体試

薬（KI＋K2Cr207）300mgをも同時に加える．次に

酸化剤を通す栓をつめてから中を真空にしまた活栓E

（ソーダライムにつなぐ）をあけるとCO2　freeの空

気が入る．次に0．25N　Ba（OH）2溶液を受器Dに入

れる．続いて新V－F液を受器Bに入れる．更にまた

舎内を真空にした後酸化剤を静かに入れブンゼン燈

で静かに熱する．加熱によってできたCO2をBa

（OH）2に吸収させ，余ったBa（OH）2はPhenol

phthaleineを指示薬として滴定する．　また新V－F

液の処方は次の如し．

一K2Cr207……25g

KIO3（粉末）……59

　H3PO4（85％燐i酸を煮沸して比重1．7の

　　ものを使用）……167mI

－H2SO4（SO320％含有）

　またLiquid　Scincillation　Counter使用の際に

はChannel　Ratio法を使い算出した（第3図および

第4図）．Liquid　Scincillatorの処方は次の通りで

ある．

1．4g　PPO（2．5　Diphenyloxazo1）と100mg　PO

POP〔1，4－bis－2一（Phenyloxazo1）一Benzene〕を

700mlのTolueneと300m1のMethylalcoho1に
溶解．

2．10gのPPOと250mgのPOPOPと100gの
Naphthaleneを1000m1のDioxaneに溶解．

1の溶媒系は主として脂質分画の測定に2の溶媒系

は主として酸溶性分画および核酸分画の測定に用い

た．また実験成績の推計学的処理は水島らの方法29）に

従って行った．なお，表中のXは平均値，Sxは標準

誤差，Nは乱数，　Fは分散比，　tは標本分散が著しく

異ならない時の平均値の差の検定値，toは標本分散

が著しく異なる時の平均値の差の検定値でこの場合

Cochran－Coxの近似法を使った．そして危険度5％

以下の点において有意差の検定を行なった，また，
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図3　チャンネルレチオ（Channel　ratio）
　　　　　　　（室温22。C）
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　　　→　ratio

Cont．はControl，　E．　Preg．は　Early　Pregnant

Group，　M．　PregはMiddle　Pregnant　Group，　L

Preg．はLate　Pregnant　Groupの略である．

実　験　成　績

1．妊娠現象が各臓器重量に及ぼす影響

　ここにおける臓器というのは主として内分泌腺と胎

盤である．まず

1．表1に示す如く，下垂体においては非妊ラット，

妊娠ラットおよび妊娠各持続期間のラット相互の間に

いずれも有意差は認められなかった．しかし，体重

100g当りに換算すると対照群3．0±0．2mg，妊娠初期

群（以下妊初群と略）3．5±0．3mg，妊娠屯期群（以

下妊中群と略）2．9±0．3mgおよび妊娠後；期群（以下

妊後群と略）2．6±0．2mgであり，妊娠初期に増加を

示すが中期から後期へと漸次減少傾向を示した。

2．表2に示す如く，甲状腺は平均値において，，対照

群15±1．1mg，妊初群18±1．3mg，妊中群19±1．2mg

および妊後群20±1．5mgと妊娠の進行と共に増加傾

向を示した．ただし，体重100g当りに換算すると対

照群9．9±0．9mg，妊初群12．2±0．9mg，妊中群9．3

±1，7mgおよび妊後群9．8±0．7mgであり，妊初群

は対照群，妊中群および後門に比して増加傾向が認め

られた．

3．表3に示す如く卵巣は平均値において，対照群

63±3．8mg，妊初群94±3．6mg，妊中群107±4．8mg

10　　20　　30　　40　　50　　60　　70　　80

　　　一＞　ratio
90100

および妊歯群116±4．2mgであり，妊娠各群は対照群

に比しいずれも増加を示し，また妊娠の進行と共に増

加傾向を示した．また体重100g当りの相対重量では，

対照群如．2±2．4mg，妊初感64．1±2．8mg，妊晶群

68．1±1．2mgおよび妊後群57．8±1．7mgであり，妊

娠面谷は推計学的に有意の増加を示したが妊娠群にお

いては此中群が最：高値を示した．

4．表4に示す如く副腎は平均値において，対照群

56±3．6mg，妊初群48±2．3mg，妊中群72±0．4mg

および妊後群60±1，7mgであり，妊中群および妊後

群は非妊ラットおよび妊初群に比して増加を示したが

妊初回と対照群の間には有意差は認あられなかった．

また体重100g当りの相対重量では，対照群37．0±

2．Omg，妊i初群33．1±1．8mg，妊中群44．3±1．2mg．

および30．1±1．5mgであり対照群に比して妊初群は

減少傾向を示し，妊中群および妊後群はそれぞれ増加

および減少を示した．妊娠全体としてみると中期に相

対重量の増加が認められた．

5．表5に示す如く胎盤においては平均値において，

妊初群31±0．9mg，妊中群108±2。5mg計よび妊後

i群296±5．4mgでありまた体重100g当りの相対重量

においても，妊初i群21．2±0．5mg，妊中入66．0±1．5

mgおよび妊後群146．1±2．7mgと妊娠の進行と共

に増加を示した．

皿。妊娠現象が，14C－2－glycineの各臓器蛋白分画へ

のIncorporationに及ぼす影響
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1）絶対重量

　　　　柳　　 沢

表1　ラット下垂体重量におよぼす妊娠の影響

：mg

　、
Groups

Cont

E．Preg．

M．Preg．

L．Preg．

文

5．0
（4～5）

5．0
（4～6）

5．0
（4～6）

5．0
（5～6）

s玄 N

0．4

0。4

0．5

0．3

Comparison

E．Preg

F＝1．O

t＝0

M．Preg

F＝1．5
t＝・O

F＝1．5

t＝0

L．Preg

』

2
0

躍
＝F

t ⑩

2
0

＝
＝F

t ⑩

3
0

＝
＝F

t

2）相対重量 mg／1009体重

Groups 烹

Cont．

E．Preg．

M．Preg．

LPreg．

　3．0
（2．7～3．3）

　3．5
（2．7～4．2）

　2．9
（2．4～3．5）

　2．6
（2．3～3．0）

si産

0．2

0．3

0．3

0．2

N

4
4
4
ト
4

Comparison

E．Preg

F＝4．2
t＝1．3

M．Preg，

4
3
　
2
4

3
0
　ーム
ー

＝
＝

F
t
　
F
t

LPreg
O
Q
り

一
工
可
⊥

＝
＝F
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臼
ρ
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表2　ラット甲状腺重量におよぼす妊娠の影響

1）絶対重量 ：mg

Groups

Cont．

E．Preg．

M．Preg．

L．Preg．

文

　15
（12～17）

　18
（14～20）

　19
（16～21）

　20
（18～24）

S玄

1．1

1．3

1．2

1．5

N
Comparison

E．Preg．

F＝1．4
t篇2．0

M．Preg．

1
4
　2
7
曜

1
2
　噌
土
0

＝
＝

F
t
　
F
t

LPreg．

7
‘
8

1
此
9
臼

＝
＝F

t ワ
臼
ー
ム

ー
－
⊥

＝
＝F

t F
O
7
■

ー
ム
0

＝
＝F

t

2）相対重量 mg／100　gイ二重：

Groups

Cont．

E．Preg．

M．Preg．

L．Preg．

天

　9．9
（9．8～11．6）

　12．2
（9．7～13．5）

　9．3
（10．0～13．6）

　9．8
（9．0～11．8）

S量

0．9

0．9

1．7

0．7

N

4
4
凸
4
4
凸

Comparison

E．Preg．

F＝1．1
t＝2．0

M．Preg．

4
3
　
9
6

4
（
U
　
3
1
凸

＝
　
＝

F
t
　
F
t

L．Preg．

9
」
0

1
1

＝
＝F

t
5
2

1
⊥
ワ
臼

＝
＝F

t
8
3

5
0

＝
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t



1）絶対重量

妊娠現象と14C－glycineのIncorporation

表3　ラット卵巣重量におよぼす妊娠の：影響

：mg

293

Groups

　Cont．

E．Preg．

M．Preg．

・LPreg．

文

　63　（53～71）

　94　（83～98）

　107
（93～115）

－116
（104～123）

s玄

3．8

3．6

4．8

4．2

N
Comparison

E．Preg．

F＝1．1
t＝6．2

M．Preg．

ハ
O
Q
U
　
只
）
3

ー
ム
7
‘
　
－
－
9
一
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＝

F
t
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t
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F
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F
t2）相対重量 mg／1009体重

Groups

　Cont．

E．Preg．

M．Preg．

L．Preg．

x

　42．2
（36．3～46．1）

　64．1
（56．1～68．1）

　68．1
（64．7～70．4）

　57．8’
（54．2～61．3）

Sx

2．4

2．8

1．2

1．7

N
Comparison

E．Preg．

F＝1．3
t＝6．0

M．Preg．

7
夢
ρ
0
　

1
▲
3

0
0
Q
ゾ
　
　
【
0
1
」

＝
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表4　ラット副腎重量におよぼす妊娠の影響

1）絶対重量 ：mg

Groups

　Cont．

E．Preg．

M．Preg．

L．Pred．

x

　56
（48～65）

　48
（43～51）

　72
（71～73）

　60
（56～64）

S5ξ

3。6

2．3

0．4

1．7

N
Comparison

E．Preg．

F＝2，4
t＝1．8

M．Preg．

F＝76．5
to・＝4．4

F漏31．4
to＝10．2

LPreg．

ワ
・
－
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Q
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4
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ー
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企
U
Ω
U

1
＝
＝F
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2）相対重量 mg／100　g体重

Groups

　Cont，

E．Preg．

M．Preg．

LPreg．

x

　37．0
（33．3～41．7）

　33．1
（28，7～35．9）

　44．3
（42．2～46．8）

　30．1
（28．0～34．3）

S…

2．0

1．8

1．2

1．5

N
Comparison

E．Preg．

F＝1．2
t＝1．5
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表5　ラット胎盤重量におよぼす妊娠の影響

1）絶対重量 ：mg

1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
ー
ユ
ー
ニ
ー
－

Aver．

T．Aver

E．Preg．

1

3
9
1
8
8
3
2
8
4

3
2
3
3
4
4
4
2
2

　35
±2．？

2

1
8
2
8
5
4
6
9
3
4

3
2
3
3
2
2
2
2
2
3

　29
±1．5

3

7
3
4
0
5
2
7
8
4
6
2
9

2
2
3
3
3
3
2
2
2
2
3
2

29
±1．1

4

9
5
4
2
7
6
9
9
3
2
1

2
3
3
3
2
3
3
2
3
3
3

　32
±1．0

M．Preg．

1

103

108

108

118

133

123

128

123

134

120
±3．8

2

8
8
7
2
4
7
5
9
5
5
5
0
0
6

1
2
2
1
9
1
1
9
1
1
1
1
9
8

1
1
1
1
　
1
1
　
1
1
1
1110±2．7

3

4
1
8
8
7
7
5
7
5
6
5

0
1
0
1
1
2
2
1
1
3
1

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

118
±2．7

4

2
6
6
3
3
1
3
5
5
0
0
3
1
1

0
9
9
8
8
8
9
8
0
9
8
8
8
8

ー
ユ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
⊥

　89
±2．3

31±0．9 108±2．5

L．Preg．

1

9
5
6
7
2
4
5
5
9
9
5
9
4

3
0
4
4
6
9
0
7
4
3
2
9
0

2
3
2
3
2
2
3
2
2
2
3
2
3

281
±8．5

2

5
2
0
3
8
3
6
9
8
7
5
3

5
8
2
6
、
0
4
9
1
9
7
0
4

2
2
3
2
3
2
2
3
3
2
3
3

301
±12．3

3

2
6
1
2
6
9
1
4
6
4
4
0
0
5

1
7
1
2
9
5
6
8
5
7
4
7
9
1

3
2
3
3
2
3
3
2
2
2
2
2
2
3

298
±9．4

4

5
7
4
0
9
5
9
3
0
0
7
5

3
8
1
7
9
6
8
7
2
4
9
7

3
2
3
3
2
2
2
2
3
3
2
2

305
±9．2

296±5．4

2）相　：対　　重　　量 mg／1009体重

Groups

E．Preg．

M．Preg．

lL．　Preg．

ズ

　　21．2
（　18．6～　32．0）

　　66．0
（　50．6～　87．0）

　　146．1
（119．1～173．5）

S玄

0．5

1．5

2．7

N

42

48

58

Comparison

M．Preg．

F＝9．7
to＝33．2

L，Preg．

F＝・36．5

to＝46．7

F＝3．8
to＝30．4

表6　ラット間脳の蛋白分画への14C一グリシンのとりこみにおよぼす妊娠の影響
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　cmp／100　mg

Groups

Cont．

E，Preg．

M．Preg．

L．Preg．

Number　of　rats

1

167

250

182

128

2 3

151

275

171

92

178

212

199

101

4

149

208

167

116

一
X

161

236

180

109

si藍

7

16

7

8

N

4

4

4

4

Comparison

E．Preg．

F＝5．4
t＝4．4

M．Preg．

F＝1．1
t＝1．9

T＝5．O
t＝3．3

：L．Preg．

F＝・1．3

t＝5．2

F二4．O
t＝7．0

F＝1．2
t＝6．6

1．表6に示す如く間脳においては∵対照群は161±

7cpm，妊初群236±16cpm，妊中身180±7cpmおよ

び妊後群109±8cpmであり，対照群に比し妊初群は

推計学的に有意の増加を示したが，妊一群はやや増加

傾向を示し，妊後干は減少を示した．即ち妊娠全体と

してみると妊初期に増加したものが申期には減少を示
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表7　ラット下垂体の蛋白分画への14C一グリシンのとみをみにおよぼす妊娠の影響
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　cpm／100　mg

Groups

　Cont．

E．Preg．

M．Preg．

：L．Preg．

Number　of　rats

1 2

155

255

145

140

105

230

155

一130

3 4

190

215

155

105

140

260

125

155

ズ

150

240

145

135

si藍

20

10

5

10

N

4

4

4

4

Comparison

E・Pre剖M・P・e昏IL・晦

F＝2．7
t＝5．1

F＝6．1
tニ＝0．3

F＝2．3
t＝11．7

F＝2．7
t＝0．8

F＝1．O
t＝7．4

F＝2．3
t＝1．4

表8　ラット甲状腺の蛋白分画への14C一グリシンのとりこみにおよぼす妊娠の影響
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　cpm／100　mg

Groups

Cont．

E．Preg．

M．Preg．

L．Preg．

Number　of　rats

1 2 3

310

310

420

320

325

485

275

325

395

4

605

330

290

400

505 y495i520

x

310

315

425

530

si藍

10

10

20

25

N

4

4

4

4

Comparison

E・Pre剖M・Pre創L・P・e昏

F＝3．8
t＝0．4

F＝3．O
t＝5．4

F＝11．5
t＝5．2

F＝4．5
t＝8．9

F＝17．2
t躍8．6

F＝・1．5

t＝3．3

し後；期には更に著明に減少した．

2，表7に示す如く下垂体においては，対照群は

150±20cpm，妊初群240±10cpm，妊中群145±5cpm

および妊後群135±10cpmであり，妊初群は対照群，

妊中群および妊後群に比して明らかに増加を示した

が，後の3群の間に有意差は認められなかった．即ち

妊娠全体としてみると下垂体は，妊娠初期に蛋白への

Incorporationは増加し，妊中期更に妊後期と徐々に

減少していった．この点，聞脳のそれと同様の消長を

示した．

3．表8に示す如く甲状腺においては，対照群310±

10cpm，妊初群315±10cpm，妊中群425±20cpmお

よび妊後群530±25cpmであり，妊中群および妊後

群はは対照群および三二群に比して，いずれも増加を

示した．また妊娠としてみると，妊娠の進行と共に

Incorporationは増加し，中期から後期にかけてそれ

が特に著しかった．

4．表9に示す如く副腎においては，対照群227±11

cpm，妊初群296±10cpm，妊中群155±9cpmおよ

び妊後群230±20cpmであり，対照群に比して妊初

群は推計学的に有意差をもって増加を示し，妊中群は

減少を示し，妊後群は変化が認められなかった．なを

妊娠全体としてみると，妊娠初期に増加し中期に減少

し後期にまた増加して正常値に戻るという傾向を示し

た，

5，表10に示す如く卵巣においては，対照群235±14

cpm，妊初群289±10cpm，下中群505±10cpmお

よび後期群687±64cpmであり，妊娠各群は対照群

に比して，推計学的に有意差をもって増加を示した．

また，妊娠全体としてみると，後期は初期および中期

に比し明らかに増加を示した．即ち妊娠の進行と共に

蛋白分画へのIncorporationは増加し，妊娠後期は

特に著明であった．

表11に示す如く，胎盤においては，100mg当り妊娠

群1269±15cpm，妊中群718±7cpmおよび妊後群

564±4cpmであり，妊娠の進行と共に漸次減少を示

しているが，これを胎盤1個当りに換算すると第12表

の如く妊初群393±4．6cpm，妊中群776±7．4cpln

および妊後群1677±12．Ocpmであり，妊娠の進行と

共に蛋白分画へのIncorporationは増加していくの

が認められた．
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表9　ラット副腎の蛋白分画への14C一グリシンのとりこみにおよぼす妊娠の影響
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　cpm／100　mg

Groups

Cont．

E．Preg．

M．Preg．

L．Preg．

Numl）er　of　rats

1 2 3 4

236

285

145

289

224

301

180

202

198

322

155

219

249

276

140

211

文

227

296

155

230

S5こ

11

10

9

20

N

4

4

4

4

Comparison

E．Preg．

：F＝1．2

t＝4．9

M．Preg．

F・＝1．5

t＝5．3

F＝1．3
t＝11．1

L．Preg．

4
1
み
　
ρ
0
0

3
0
辱
3
3

＝
　
＝

F
t
　
F
t
F＝5．O
t＝3，5

表10　ラット卵巣の蛋白分画への14C一グルシンのとりこみにおよぼす妊娠の影響

Groups

Cont．

E．・Preg．

M．Preg．

L．Preg．

　Number　of　rats
　　　　　　　　　　　　　X
1　　　2　　　3　　　4

247

263

517

864

259

295

483

667

195

313

467

558

240

287

551

659

235

289

505

687

si窪

14

10

19

64

　　　　　　　　　　　mg／100mg

　　　　　　　Comparison　　　　　’

N　　E・P・e引M・P・e創LPre経

4

4

4

4

F＝1．8
t＝3．2

F＝1．8
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F＝3．1
t＝10．2

ハ
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1
凸
　
4
凸
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2
8
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表11　ラット胎盤の蛋白分画への14C一グリシンのとりこみにおよぼす妊娠の影響

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　cmp／100　mg

Groups

E，Preg．

M．Preg．

L．Preg．

一
X

　　1269
（1145～1554）

　　718
（　643～　853）

　　564
（　510～630）

S玄

15

7

4

N

42

48

51

Comparison

M．Preg． L．Preg．

F＝3．9
to＝11．2

F＝11．9
to＝15．3

F＝3．O
to＝6．4

皿：．妊娠現象が14C－2－glycineの各臓器の核酸分画

　へのIncorporationに及ぼす影響

1．表13に示す如く，間脳においては，対照群173±

6dpm，妊回顧120±13dpm，的中群137±7dpmお

よび妊後群167±6dpmであり，妊娠各群は対照群に

比し推計学的に有意差をもって減少を示した．また妊

娠全体としてみると，妊娠初期に減少を示したものが

妊娠中期および後期と漸次増加を示していくのが認め

られる．

2．表14に示す如く，下垂体においては，対照群120

±4dpm，昌昌群117±6dpm，妊山群130±11dpm

および妊後群127±5dpmであり，対照群に比し妊中

群および後群は増加傾向を示したが，いずれも推計学

的に有意差は認められなかった．

3．表15に示す如くr甲状腺においては，対照群233

±14dpm，妊初群293±11dpm，妊中群340±20dpm

および妊平群337±14dpmであり対照群に比して妊

娠各群は有一差をもって増加を示した．また妊娠全体

としてみると妊娠の進行と共に増加する傾向がみられ

たが，申期と後期の間に有意差は認められなかった．

4．表16に示す如く，卵巣においては，対照群177±

6dpm，二二i群223±8dpm，妊中高333±23dpmお



　　　　　　　　妊娠現象と14C－glycineのIncorporation　　　　　　　　　　　　297

表12　ラット胎盤の蛋白分画への14C一グリシリンのとりこみにおよぼす妊娠の影響

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　cmp／胎盤

1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
此
－
↓
－
↓
一
工
－

Aver．

T．Aver．

E．Preg．

1

　358

　347

　431

一一

R97。一

一401一一

一一一 S11

　411

　365

　367

388
±9．6

2

　386

　364

　357一

一393一

一．一426－

　401

　423

　376

　449

　384

396
±9．2

3

377

395

一一366

405一

一425
一一

S45

426

343

399

355

377

471

399
±9．3

4

　360

　411

　414

　410

一一395－

　379

　351

　389

　373

　388

　397

388
±5．7

M．Preg，

1

827

643

773

663

一一801－

832

790

777

763

763
±22．1

2

5
9
6
9
8
9
1
8
1
3
3
7
5
3

3
0
3
2
9
2
4
9
0
9
9
1
6
5

8
7
7
8
7
7
8
7
8
6
7
7
7
8

778
±14．2

3

1
4
8
0
5
1
9
4
5
3
3

3
8
2
9
1
0
2
7
6
9
7

8
7
7
7
7
8
8
7
7
7
7

780
±：10．8

4

0
7
1
9
9
1
1
8
7
5
6
6
9
3

5
0
8
5
1
2
5
4
2
7
1
9
0
4

7
8
7
7
8
7
7
7
8
7
8
6
8
8

779
±11．1

393±4．6 776±7．4

L．Preg．

1

1603

1567

1648

1619

1540

1633

1667

1805

1701

1679

1795

1587

1595’

1649
±40．4

2

1794

1714

1695

1605

1661

1767

1667

1593

1565

1609

1779

1753

1684
±26．9

3

9
2
8
6
9
1
9
4
9
5
4
6
0
6

4
1
8
7
6
1
2
4
4
1
4
9
9
9

7
7
6
6
5
7
5
6
6
6
6
5
8
6

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

1669
±43．7

4

1775

1687

1689

1714

1612

1665

1799

1720

1685

1697

1795

1675

1709
±27．8

1677　±　11．7

表13　ラット間脳の核酸分画への14C一グリシンのとりこみにおよぼす妊娠の影響

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　dpm／100　mg

Groups

　Cont．

E．Preg．

M，Preg．

L．Preg，

Number　of　rats

1

183

157

123

150

2

157

107

130

130

3

180

117

153

167

4

167

97

140

123

ズ

173

120

137

167

s玄

6

31

ワ
8
ρ
0

N
Comparison

E．Preg．

F＝4．5
t＝3．7

M．Preg．

ー
エ
ー
よ
　
　
一
⊥
1

1
4
　4
1
み

＝
＝

F
t
　
F
t

L．Preg．

9
臼
n
6
　9
耐
9
臼
　
3
Q
ゾ

ー
」
4
　

5
1
　噸
1
0

＝
＝
＝
＝

F
t
　
F
t
　
F
t

表14　ラット下垂体の核酸分画への14C一グリシンのとりこみにおよぼす妊娠の影響

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　dpm／100　mg

Groups

　Cont．

E．Preg，

M，Preg．

LPreg．

Number　of　rats

1

107

130

127

140

2

123

103

103

123

3

120

107

153

127

4

127

120

130

x

117 P

120

117

130

127

S玄

－
生
ハ
0

11

5

N

4
4
亀
4
凸
4
凸

Comparison

E．Preg．

Fニ・2．O

t＝＝0．2

M．Preg．

4
1
　

7
・
－
占
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O
「
⊥
　9
臼
－
占

＝
＝
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t
　
F
t

：L．Preg．

9
臼
0
　
ρ
0
0
0
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3

¶
1
ー
ム
　
一
↓
1
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0

＝
＝
＝
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表15　ラット甲状腺の核酸分画への14C一グリシンのとりこみにおよぼす妊娠の影響
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　dpm／100　mg

Groups

Cont．

E．Preg．

M．Preg．

L．Preg．

Number　of　rats

1

273

260

340

310

2

237

297

323

320

3

260

310

397

373

4

247

303

303

337

文 S薫

233

293

340

337

14

11

20

14

N
Comparison

く

lE・Preg・

4

4

4

4

F＝1．7
t＝3．3

M，Preg．

F＝1．9
t＝4．3

F＝3．2
tニ＝2．0

L．Preg．

F51．1
t詔5．1

F二1．6
t二2．4

F＝2．1
t＝0．1

表16　ラット卵巣の核酸分画への14C一グリシリンのとりこみにおよぼす妊娠の影響
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　dpm／100　mg

Groups

Cont．

E，Preg．

M．Preg．

L．Preg．

Number　of　rats

1 2

　　1
1801187
　　1

240

310

323

203

337

270

3 4

163

220

290

293

167

230

397

253

x

177

223

333

287

S玄

6

8

23

15

N

4

4

4

4

Comparison

E．Preg．

F＝＝1．1

t＝4．9

M．Preg．

F＝1．9
t＝6．6

F＝8．6
t＝4．5

L．Preg．

F＝7．2
t二6．8

F二3．8
t＝3．7

F二2．3
t・＝L7

表17　ラット副腎の核酸分画への14C一グリシンのとりこみにおよぼす妊娠の影響
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　dpm／100　g

Groups

Cont．

E．Preg．

M．Preg．

L．Preg．

Number　of　rats

1

313

363

437

423

2

327

373

510

397

3

293

327

487

460

4

282

403

523

420

x

307

367

490

427

S薫

10

16

19

13

N
Comparison

lE．Pre創M．P・e昏

4

4

4

4

F＝・2．6

t＝3．2
F＝3．7
t＝8．5

F＝1．5
t＝7．3

L，Preg．

F二1．8
t＝7．3

F二1．5
t二2．9

F二2．1
t二2．7

よび妊後群287±15dpmであり，対照群に比し妊娠

各群はいずれも推計学的に増加を示した．また妊娠全

体としてみると，妊娠初；期に増加を示したものが中期

には更に増加を示し後期にはやや減少傾向を示した．

5。表17に示す如く，副腎においては，対照群307±

10dpm，妊初野367±16dpm，上中群490±19dpm

および妊後群427±13dpmであり，対照群に比し妊

娠各群は増加を示したが，これを全体としてみると，

妊娠中期にその極に達し後期には反って減少傾向を示

した．

6．表18に示す如く，胎盤においては，妊娠群2174

±36dpm妊中群3317±38　dpmおよび妊後群1836

±66dpmであり，妊娠の進行にともない核酸分画

へのIncorporationは減少してゆく傾向が認められ

た．また，胎盤i1個当りのIncorporationは表19に

示す如く，妊二丁は725±12dpm，妊中群3317±38

dpmおよび妊後群5744±177dpmであった．
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表18　ラット胎盤の核酸分画への14C一グリシンのとりこみにおよぼす妊娠の影響
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　dpm／100　mg

Groups

E．Preg．

M．P．reg．

L．Preg．

Number　of　rats

1

2310
±65

N＝9
3120
±64

N＝＝9

1887
±102

N＝13

2

2130
±59

N＝10

3450
±58

N＝14

1487
±130

N－12

3

2040
±60

N＝12

3370
±79

N＝11

1937
±105

N＝14

4

2250
±53

N＝11

3270
±60

N＝14

2013
±109

N＝12

文

2174

3317

1836

S蒙

36

38

66

N

42

48

51

Comparison

M．Preg．

F・＝1．3
t二21．6

L．Preg，

F＝4．O
to＝4．6

F＝3．O
to＝2．0

表19　ラット胎盤の核酸分画への14C一グリシンのとりこみにおよぼす妊娠の影響

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　dpm／胎盤

Groups

E．Preg．

M．Preg．

L．Preg．

Number　of　rats

1

　770
±22

N＝9
3120
±64

N＝9
5660
±306

N＝13

2

　710
±20

N＝10

3450
±58

N＝14

5460
±390

N＝12

3

　680
±20

N＝12

3370
±79

N＝11

5810
±314

N＝14

4

　750
±18

N＝11

3270
±60

N＝14

6040
±328

N茗12

～
X

725

3317

5744

S露

12

38

177

N

42

48

51

Comparison

M．Preg．

F＝11．8
to＝6．3

：L。Preg．

F＝265．O
to＝28．1

F＝22．5
to＝13．4

表20　ラット間脳の脂質分画への14C一グリシンのとりこみにおよぼす妊娠の影響
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　dpm／100　mg

Groups

Cont．

E．Preg．

M」Preg．

L．Preg．

x S翌

　　163
（150～180）

　　167
（143～193）

　　137一
（127～150）

　　130
（120～143）

6

11

6

6

N

4

4

4

4

Comparison

E．Preg．

F＝3．O
t＝0．3

M．Preg．

F＝1．3
t＝・3．1

F＝3．9
t＝2．4

L．Preg．

F＝1．3－
t＝4．0

F＝3．9
こ口3．0

F二＝1．O

t＝0．9

IV．妊娠現象が14C－2－glycineの各臓器の脂溶性分

　画へのIncorporationに及ぼす影響

1．表20に示す如く，間脳においては，対照群163±

6apm，妊初群167±11dpm，妊中群137±6dpmお

よび妊後群130±6dpmであり，対照群に比して一三

群は推計学的に有意差は認められなかったが，雨雪群

および妊後群は増加を示した．また，妊娠全体として

みると，妊娠初期にやや増加傾向を示し妊中期および

妊後期と減少を示した．

2．表21に示す如く，下垂体においては，対照群73

±6dpm，妊初回70±6dpm，妊中群77±10dpmお

よび妊後群87±16dpmであり，推計学的に各群の間

に有意差は認められなかった．

3．表22に示す如く，甲状腺においては対照群103±

8dpm，妊初群107±8dpm，妊中群107±16dpmお
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表21　ラット下垂体の脂質分画への14C一グリシンのとりこみにおよぼす妊娠の影響
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　dpm／100　mg

Groups

Cont．

E．Preg．

M．Preg．

L．Preg．

図

　73
（60～87）

　70
（57～77）

　77
（57～103）

　87
（60～130）

s玄

6

6

10

6

N

4

4

4

4

Comparison

E．Preg． M．Preg． L．Preg．

F二1．1
t＝0．4

F＝2．7
t＝0．3

F＝2．6
t＝0．6

F＝7．7
t＝0．8

F＝7．3
t＝1．0

F＝2．8
t＝0．5

表22　ラット甲状腺の脂質分画への14C一グリシンのとりこみにおよぼす妊娠の影響
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　dpm／100　mg

Groups

Cont．

E．Preg，

M．Preg．

：L．Preg．

文

　103
（97～123）

　107
（90～127）

　107
（63～137）

　113
（97～130）

S蓑

8

8

16

7

N

4

4

4

4

Comparison

E。Preg． M．Preg． L．Preg．

F＝1．1
t＝0．3

F＝4．1
t＝0．2

F＝4．6
t＝　0

F＝1．2
t＝0．9

F＝1．1
t＝0．3

F＝4．9
t＝0．4

よび妊後群113±7dpmであり，推計学的に各群の間

に殆んど有意差を認められなかった．

4．表23に示す如く，卵巣においては，対照群203±

6dpm，妊初群283±14dpm，妊中群297±10dpmお

よび牛後群263±7dpmであり，対照群に比して妊娠

各群はいずれも有意差をもって増加を示した．また，

妊娠全体としてみると，妊娠初期に増加を示したもの

が妊娠中期には更に増加を示し，その極に達し，妊娠

後期には反って減少を示す傾向を示した．

5．表24に示す如く，副腎においては，対照群170±

4dpm，妊初群233±13dpm，妊中群187±11dpmお

よび妊後群177±13dpmであり，対照群に比し妊初

群は推計学的に有意差をもって増加を示したが，妊中

群および妊一群は有意差を示さなかった．また，妊娠

全体としてみると，妊娠初期に増加したものが，妊中

期および妊後期には減少する傾向を示した，

6．表25に示す如く，胎盤においては，妊半群990±

17dpm，畠中群1064±19dpmおよび妊後群1367±

表23　ラット卵巣の脂質分画への14C一グリシンのとりこみにおよぼす妊娠の影響
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　dpm／100　mg

Groups

Cont．

E，Preg．

M．Preg．

L．Preg．

x

　　203
（207～227）

　　283
（243～310）

　　297
（270～320）

　　263
（243～277）

S蓑

6

14

10

7

N

4

4

4

4

Comparison

E．Preg．

F＝・3．O

t＝4．5

M．Preg．

F＝1．3
t＝7．0

F＝4．3
t・＝0．7

L．Preg．

F需1．3
t＝5．5

F＝4．3
t＝・1．2

F＝1．O
t＝2．6



妊娠現象と14C－glycineのIncorporation 301

表24　ラット副腎の脂質分画への14C一グリシンのとりこみにおよぼす妊娠の影響
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　dpm／100　mg

Groups

Cont．

E．Preg．

M．Preg．

L．Preg，

文

　　170
（163～180）

　　233
（210～263）

　　187
（157～210）

　　177
（143～203）

si産

4

13

11

13

N

4

4

4

4

Comparison

E，Preg． M．Preg．

F＝12．9
t＝4．8 9
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表：25　ラッ1・胎盤の脂質分画への14C一グリシンのとりこみにおよぼす妊娠の影響

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　dpm／100　mg胎盤i

Groups

E．Preg．

M．Preg．

L．Preg．

Number　of　rats

1 2 3 4

　923
±34

N＝＝9

1020
±27

N＝9
1370
±79

N＝13

0
2
1
0
0
1
1
4
0
1
1
2

脳
謬
9
8
謬
翅
謬

　970
±27

N＝12

1150
±32

N＝11

1313
±85

N＝14

1020

±25

N＝11

1110
±28

N＝14

1357
±89

N嵩12

文

990

1064

1360

S窯

17

19

45

N

42

48

51

Comparison

M・P・e創LPre昏

F＝1．5
t＝2．8

F＝8．7
to＝7．8

F＝・5．8

to＝6．2

45dpmであり，妊娠の進行と共に漸次増加を示し
た．

V．妊娠現象が各臓器の14C－2－glycineの酸溶性分

画へのIncroporationに及ぼす影響

1．表26に示す如く，間脳においては，対照群957±

25dpm，妊初回1113±13dpm，妊中群863±28dpm

および妊後群803±40dpmであり，対照群に比して

妊娠群は増加し妊中群および妊後群は減少を示した．

妊娠全体としてみると，妊娠初期に増加を示し，妊娠

中期および後期には推計学的に有意差をもって減少し

ている．しかし妊中期と妊後期の間に有意差は認めら

れなかった．

2，表27に示す如く，下垂体においては，対照群157

±3dpm，妊初群163±7dpm，妊中群153±10dpm

・および妊後群147±14dpmであり妊娠の進行、にとも

ない減少傾向を示した．

3．表28に示す如く，甲状腺においては，対照群200

±5dpm，妊初回207±11dpm，妊中群243±5dpm

表26　ラット間脳の酸溶性分画への14C一グリシンのとりこみにおよぼす妊娠の影響
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　dpm／100　mg

Groups

Cont。

E．Preg．

M．Preg．

L．Preg．

文

　　957
（　887～1003）

　　1113
（1067～1227）

　　863
（　787～　912）

　　803
（　717～　907）

S玄
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表27　ラット下垂体の酸溶性分画への14C一グリシンのとりこみにおよぼす妊娠の影響
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　bpm／100　mg

Groups

Cont．

E．Preg．

M．Preg．

L．Preg．

ズ

　　157
（150～163）

　　163
（143～177）

　　153
（130～173）

　　147
（107～170）

si玄

3

7

10

14

N

4

4

4

4

Comparison

E．Preg． M．Preg． L．Preg．

：F＝5．7

t＝0．9
F＝11．O
t＝0．4

F＝1．9
t＝0．8

F＝21．9
t＝0．7

F＝1 R．8

t齪1．1

F二2．O
t＝0．4

表28　ラット甲状腺の酸溶性分画への14C一グリシンのとりこみにおよぼす妊娠の影響
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　dpm／100　mg

Groups

Cont，

E．Preg，

M．Preg．

L，Preg，

x

　　200
（187～210）

　　207
（180～230）

　　243
（230～253）

　　267
（243～290＞

S玄

5

11

5

10

N

4

4

4

4

Comparison

E．Preg， M．Preg． L．Preg．

F＝5．1
t二〇．5

F＝1．1
t・＝6．1

F＝4．6
t＝3，0

F＝3，7
t＝6，0

F＝1．4
t＝4，1

F・＝3．3

t二2．1

表29　ラット卵巣の酸溶性分画への14C一グリシンのとりこみにおよぼす妊娠の影響
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　dpm／100　mg

Groups

Cont，

E．Preg．

M．Preg．

文

L．Preg，

　　820
（　713～　953）

　　1123
（　977～1303）

　　1213
（1173～12ら0）

　　1350
（1283～1457）

Sx

58

69

27

41

N

4

4

4

4

Comparison

E。Preg． M．Preg． L．Preg．

F＝1．3
t＝＝3．3

F＝12．7
t＝4．8

F＝17，0
t＝1．3

F禺1．4
t＝7．5

F＝2，9
t＝2，8

F＝・6．O

t・＝3．0

および妊後群267±10dpmであり，対照群に比して妊

初群は有意差を示さなかったが妊中群および一寸群は

増加を示した．また，妊娠全体としてみると，妊娠の

進行と共に漸次増加を示していく傾向が見られた．

4．；表29に示す如く，卵巣においては，対照群820±

58dpm，二二群1123±69dpm，平中群1213±27dpm

および妊後群1350±41dpmであり，対照群に比し妊

娠各群は推計学的に明らかに増加を示し，しかも妊娠

全体としてみると，妊娠の進行と共に増加する傾向を

示した．

5．表30に示す如く，副腎においては，対照群630±

35dpm，妊初耳827±42dpm，妊中高843±dpmお

よび妊後群640±42dpmであり，対照群に比して妊

初回および妊中群は有意差をもって増加を示したが妊

後群は有意差は認められなかった．また，妊娠全体と

してみると，妊娠初期から妊娠中期にかけて増加を示

し妊娠後期になると減少するという傾向を示した．

6．表31に示す如く，胎盤においては，妊初群2991
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表30　ラット副腎の酸溶性分画への14C一グリシンのとりこみにおよぼす妊娠の影響
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　dpm／100　mg

Groups

Cont．

E，Preg．

M．Preg．

1．．Preg．

文

　　630
（550～720）

　　827
（740～933）

　　843
（743～933）

　　640
（563～737）

si玄

35

42

40

40

N

4

4

4

4

Comparison

E，Preg．

F＝1．4
t＝3．6

M，Preg．

Fニ・1．3

t＝4．0

F＝1．1
t＝0．3

L．Preg．

F＝1．4
t＝0．2

F＝1．O
t＝3．2

F＝1．1
t＝3．5

表31　ラット胎盤の酸溶性分画への14C一グリシンのとりこみにおよぼす妊娠の影響
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　dpm／100　g

Groups

E．Preg．

M．Preg．

L．Preg．

Number　of　rats

1 2 3 4

3040
±122

N＝9
3240

±67
N＝9
3763
±223

N＝13

2920
±138

N＝＝10

3107
±115

N＝12

3530　　　　3310

±60　，±63

N＝14　N＝11

3457
±232

N＝12

3900
±198

N＝14

2887
±104

N＝11

2903

±64
N＝14

3247
±190

N＝12

文

2991

3242

3607

si玄

66

50

117

N

42

48

51

Comparison

M．Preg．

F＝1．5
t＝・3。1

L．Preg．

Q
V
7
・
　
Q
V
9

Q
J
4
轟
　
5
2

＝
＝

F
匂
F
恥

±66dpm，妊中群3242±50dpmおよび羽後群3607

±117dpmであり，妊娠の進行と共に漸次増加すると

いう傾向を示した．

　　　　　　　　考　　　　　察

　妊娠時，生体内各臓器の諸種代謝の変化は著明であ

り，特に内分泌腺においては質的量的に非妊時と著し

く異なった機能を果している場合が少なくないことは

既に先人1）の報告している所である．著者は，妊娠

各期群における各臓器（特に内分泌腺）の重量と，そ

してこれら各臓器の蛋白分画，核酸分画，脂質分画お

よび酸溶性分画への14）C－2－91ycineのIncorporation

を検した．このさい，このアミノ酸は必須アミノ酸で

はないが，いくつかの基礎的な細胞成分の基本となる

ものであり，種々の代謝活性の中に入る物質の終末

産物または前駆物質であるとされている．例えば，

Protein，　Glutathioneへの・Incorporation，胆汁酸

または芳香族酸結合，SerinへのConversion，炭水

化物や脂酸への経路，脱アミノされてのGlyoxalate

等種々の経路があり，その他重要な経路としては14N

を使った研究30）31）や，14Cを使った実験で32）～36），核

酸の前駆物質であるプリン合成に関与していることが

既に知られている．著者はSchneiderの方法によっ

て14Cを含む各臓器を種々の分画に分けその中に含ま

れるRadioactivityをcountしたが，これらの分画

にもDavidsonのいう如く37）38）自ら限界があること

は明らかである．以下これらのことを念頭に置きつつ

検討を加えてゆきたいと思う．周知の如く，妊娠時の

Estrogen，　ProgesteroneおよびCorticoidsを始め

とする各種Steroids，　HCG，　ACTH，　TSHおよび

GH等の　Proteohormone，2，3のVitamineお
よび酵素の動態についての総括的な報告1）39），こと

に，胎盤ホルモンについての詳細な報告4。）がある，

また妊娠時の下垂体の問題に関しては，Seyle　41）42），

AIlan　a．　Wiles　43），　Pencharz　a．　Long　44）らが報告

しているが，少なくとも妊娠後半期における下垂体別

除は妊娠経過および胎仔に影響を及ぼさないようであ

る．赤須45），平賀46）らも，下垂体別除妊娠ラットで

子宮内胎仔を検し，全例に生活胎仔を認め，同時に副

腎および卵巣についても検し重量増加および組織の機

能二進像を認め，ラットに関する限り，これらの内分

泌腺が，妊娠時に下垂体以外の臓器から刺激ホルモン

の支配を受けているのではないかとなし，その源を胎
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盤に求めている．周知の如く，前葉は妊娠時に肥大

し，妊娠細胞と呼ばれる主細胞の増加が認められ妊娠

終了と共に復元するが，Phillip　2）は妊娠時前葉には

Gonadotropinは認められなかったと報告し1幾能の

充進を否定している．著者の実験では重量において変

化なく，蛋白分画において妊娠初期函嶺を示したが，

以後は変化なく，核酸分画，脂質分画および酸溶性分

画においても変化を認めず，妊娠時は赤須らの述べて

いる如く，Steroid　hormoneの増量が前葉機能に可

逆的の抑制を惹起せしめ，これに代って胎盤が機能を

営んでいると考えるのが妥当であろう．また視床下部

とその下垂体紅葉との関係について，Spatzら47）と，

GreenおよびDonovanらとの，相反する説がある

が，神経因子，液体因子いずれにせよ，渋沢48）ら

も認めている通り，これらが門脈から染葉に流れ込

んでその分泌を調節することは間違いないであろう．

著者の実験では，各分画の代謝はいずれも下垂体と

ほぼ同じ態度を示し視床下部と下垂体とは関係の深

いことを示した．一方，甲状腺においては妊娠時の

基礎代謝と結びつけた報告が多いが，その中でこれ

を最：初に測定したA．Magnus－Levy　49）またJ．　L

Baer　50）その他の諸家も妊娠末期に基礎代謝の上昇を

認め51）～53），これを甲状線機能の上昇に結びつけてい

る．H．　Siedentopf54）は妊娠月数の進行と共に基礎代

謝が上昇していくのを認あ，K．　J．　Anselmino　a．　F．

Hoffmann55）らは妊娠尿中においてその物質を認めた

と報じ，A．　Yoakam　56）はそれが全く機能的なもので

あると報じ，F．　Hoffman　55）57）は組織には真の増殖が

ありコロイド産生を認めたと述べている．けれども，

他面妊娠時の甲状腺機能については特に充評しないと

する説もあり，むしろ，妊娠時に増量するEstrogen

によって甲状腺が刺激されてそのような結果を招来

するものと結論している研究も少なくない．Klaften

は，胎盤エキスを注射することにより妊娠時の代謝を

上昇させたと報じ，赤須らも，人胎盤を種々の方法で

処置し，TSH様物質を収得し，　これをJunkmann

らの方法により，幼若モルモットに投与し著明な甲

状腺機能充進像を認めたと報じている．このことは

Humberg　58），　Bettendorf　59）a，　Lemtis　60）らによっ

て支持された．けれども胎盤内TSH様物質の存在

を否定している向61）もあり，今後の追求が必要であ

ろう．著者の実験では，甲状腺は妊娠の経過と共に僅

か乍ら上昇傾向を示し蛋白分画および核酸分画は妊娠

中期および後期に増加を示し，この時期に刺激ホルモ．

ンを受けていることを示唆した．次に，妊娠の進行ど

共に，いわゆる卵巣ホルモンの内のEstrogen分泌

沢

は増加し，その源は卵巣以外に胎盤にあるとしてい

ることはSmith　a．　Smith　62），　Bachman　63）および

Rakof　64）らも報告している所であり，　Progesterone

についても同様卵巣および胎盤から分泌され，増加を

示し，ラットにおいては妊娠全期においてこれが必要

であり，流産などのさいには減少することは既知の事

実である．著者の実験では，ラット卵巣は妊娠の進行

と共に増量し，蛋白分画へのIncorporationも妊娠

中期および後期には推計学的に有意に増加し，核酸分

画においては妊娠中期に特に有意の増加を示したこと

は妊娠全期において卵巣機能が充血状態にあって後述

の副腎皮質と同様胎盤と共にホルモン産生にあずか

っているのであり，赤須らの実験で胎盤のProgest・

erone産生に限度があること1）と考え合せると妊娠維

持のためにその役割の一端を受持っていることが推定

される．塗上12）は妊娠時の卵巣に対する各Steroids

の態度を検した中で，重量においてAndrogenおよ

びProgesteroneはpositiveに作用したがアミノ酸

摂取率においてProgesteroneはpositiveに作用

したのに対してAndrogenはnegativeに作用した

と報じたことから，妊娠時の正常なPfogesteroneの

増加は卵巣および胎盤の双方へのアミノ酸のIncor・

porationにpositiveに作用するのであろう．また，

赤須は妊娠時のCorticoidsについて検し，総，　Corti・

coidsは推計学的に有意差をもって著しく増量してい

ると報告し，先の卵巣ホルモンと同様に，その源を副

腎皮質のみならず胎盤におき，更に下垂体性ACTH

と胎盤性ACTHに対する胎仔副腎および胎盤の

Ascorbic　acid減少率を検討し，胎盤性ACTHは

胎仔副腎には殆んど影響を及ぼさず胎盤自体には強く

作用していると報告している．妊娠時蛋白代謝に関し

ては同化ホルモンおよび異化ホルモンが生体内に大量

に存し，しかも生体全体としては蛋白同化の方向に

進んでいることはH．A．　Hunscher　65）をはじめ

W．H．　Seeger　66），　H．　E．　Thompson，67）R．　H．

Freyberg　68）およびF．　W．　Oberst　69）らが既に報告

している所であり，特にA．Mahnert　70）71）は妊婦に

蛋白質，糖質および脂質を与え，非妊時に画して蛋白

質へのSpecific　dynamic　actionが低いことを述べ，

これはN平衡における陽性平衡と共通の蛋白代謝の特

徴と結んでいる．しかもZacharjewski　72）およびE．

Landsberg　73）らはこのN画幅量は胎児発育に必要な

蛋白質よりも多く母体組織細胞へのIncbrporation

に相当費されるのであるとし，また妊娠の進行と共に

生体内のN滞溜量は増加し糖質および脂質に比して蛋

白質の燃焼量が少ないことを報告している。1．G．
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Macy　74）らは母体内滞溜の1／3は胎児体構成に2／3は

母体内に滞溜しているとし，中津は胎児体構成以外の

蛋白は来たるべき分娩および産褥時の出血，悪露およ

び授乳等の生理的蛋白消耗に対する用意と見なして

いる75）．沢崎76）らは異化ホルモンとしてACTH，

CortoneおよびProesteroneを，同化ホルモンとし

てTestosterone　propionate，　Estradio1をあげ，

これらのホルモンが妊娠時同時に大量に存する中でし

かも同化作用が優位にたっていることに関して「同化

ホルモンの増量により蛋白合成作用が増強し，一方

Corticoidsの増量がHexokinaseを阻止し6炭糖燐

酸の生成を阻害し体内および摂取した6炭糖がKrebs

のCycleに入りにくくなる．故に同化のための必要

なEnergyはCorticoidsのため助長されたGlyc・

oneogenesisの糖より得られるのである」と述べてい

る．また大橋77）らは蛋白中間代謝について妊娠動物

肝のRNA量は著明に増加し，　R／D比が増大しDア

ミノ酸酸化酵素の低下およびCatalaseの低下から，

肝における蛋白合成が充絶していることを報告し，更

に絨毛水解物投与が妊婦の尿中Nの減少および血中総

蛋白Nの増加を促すこと，蛋白異化を抑制し血漿蛋白

を増加させるものと解釈し妊娠時の蛋白滞溜の根源を

胎盤絨毛組織にあると結論している．著者の実験で

は，副腎においては妊中期において推計学的に有意差

をもって増加し，蛋白分画においては妊初期に，また

核酸分画においては妊全期において増加を示している

ことは副腎の代謝活性が高まっていることを示すもの

であり，先に述べた赤須のいうHyperadrenocorti・

cocisrnの状態にあるのであろう．只，妊婦が，　Cus・

hing症候群を示していないことは，血中Cortiso1

の活性分画がContro1され，大部分はGlobulin結
合型となって予備されているものと考えられている．’

けれども，妊娠時の妊婦の臨床検査成績をみると，軽

度のHyperadrenocorticocismのあることは否めな

い78）79）．以上述べた如く，妊娠時はTarget　organs

のホルモン分泌1ま増加し，しかも間脳マ下垂体系の機

能は少なくともラットにおいては休止状態にあると考

えられる一方，胎盤においてはEstrogen，　Proges・

teroneおよびHCG　の分泌は確認されておりCor・

ticoidsについては賛否両論はあるが産生されるとな

す報告が多く，更にProteohormoneについても，

ACTHやTSH，　LH　Luteotrophinなどの分泌の

可能陸が示唆されている．著者の実験では，胎盤は重

量において妊娠の進行と共に増量するが，蛋白分画へ

のIncorporationは単位重量当りでは，妊娠初期，

中；期，後期の順であり，核酸分画へのIncorporation

は妊娠中期，初期，後期の順であった．しかし，胎盤

1個当りに換算：すると前者では逆に妊娠後期，中期，

、初期の順であり，後者でも伺様の順を示したが，妊娠

中期において核酸分画へのIncorporationは意外に増

加を示していた．胎盤内の核酸量については宮川80），

丹沢81）らの報告があるが，その中で丹沢らは妊娠家

兎においてDNAとRNAを測定し，妊娠中期は後

期よりも両者共に増加を認めたと述べ，更に非妊家兎

と妊娠家兎の肝内核酸量を比較し後者において特に

RNAの増加が著明であったことを認め，その根源を

胎盤からの因子例えばEstrogenではないかとして

いる．また，沢崎らも胎盤絨毛の核酸染色においてシ

ンシチウム細胞およびラングハンス細胞共に中期に比

し後期にはRNAの減少を認めたと報告している．

著者の実験ではMC－2－glycineのIncorporation

についてDNAとRNAとの分画はしなかったが，

妊娠中期胎盤において上述のことと考え合せて両者共

に増加していることが予想される．また，Lesie　82）お

よびDavidson　83）らが報告しているように成熟組織

と胚組織では核酸量は後者の方が多いということと合

せて考えると妊娠中期胎盤はRNAの増加→蛋白合

成の充進ということが考えられるし，　またHCG等

Proteohormoneの合成にも影響があるのではなかろ

うかとも思われる．

結 論

　著者は非妊ラットおよび妊娠初期，中期および後期

のラットに14C－2－glycineを投与し，その内分泌腺の

蛋白，核酸，脂質および酸溶性の各分画へのIncor・

porationを観察し，次の結果をえた．（以下，対照を

対，妊娠前期を妊前，中期を妊中，後期を国後と略

す．）

1．間脳においては，蛋白分画は，妊怪く早く下中く三

尊，核酸分画は昼下および附く四一く対，脂質分画は

下中および後く早く興野，酸溶性分画は妊後く妊中く

妊全く対であった．

2．下垂体においては，蛋白分画は妊後くおよび妊中く

妊初，核酸分画，脂質分画および酸溶性分画では各群

の間に有意差は認められなかった．

3．甲状腺においては，蛋白分画は対および妊若く妊中

く手後，核酸分画は即く妊異く手中および後，脂質分

画では有意差は認められず，酸溶性分画では即く妊初

く妊刷く押後であった．

4．副腎においては，蛋白分画は妊中く対および妊後く

年初，核酸分画は対く妊初く即興く妊中，脂質分画は

対および妊後く妊中く妊初，酸溶性分画は対および妊
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後く任初および妊中であった．

5．卵巣においては，蛋白分画は対く妊初く妊中く妊後

核酸分画は対く妊初く妊後く妊中，脂質分画は対く妊

旧く二二および妊中，酸溶性分画は対く妊初く妊中，

妊後であった．

6．胎盤においては，蛋白分画は妊恥く妊中く妊初，核

酸分画は妊後く妊初く妊巾，脂質分画は妊初く妊旧く

妊後，酸溶性分画は妊初く妊中く妊後であった．

表32蛋白分画の総括

i対照1妊初妊中妊後

間
下
甲
副
卵
胎

垂
状

十
体
紫
腎
巣
盤

6
δ
9
臼
Q
U
9
臼
4

－
よ
－
占
Q
J
可
1
6
δ
ー
ム

2
2
2
4
2
2

4
」
4
噌
1
2
1
占
6
δ

胎盤を除き総蜘・4 9｝・2112

1）対照に比して妊娠群はとりこみ大

2）甲状腺，卵巣を除き初期に大，後期に小

3）中期は一般に中間にある

4）胎盤は初期に大

表33　核酸分画の総括

1対照

間
下
畑
副
卵
胎

霜
崩

脳
体
腺
腎
巣
盤

ー
ム
ー
ユ
4
4
4

妊初1妊中鰍

6
δ
1
6
δ
0
δ
0
δ
9
臼

Q
U
－
占
「
一
「
⊥
－
↓
－

9
臼
¶
⊥
－
－
2
9
臼
Q
U胎盤を除き総数 141137 8

1）対照に比して妊中および已後はとりこみ

　は大，妊初はほぼ同程度

表34脂質分画の総括

輝妊訓妊出土後

聞
下
甲
子
卵
胎

垂
状

脳1

体
腺
腎
巣
盤

2
ー
ム
｛
1
4
4

－
↓
ー
ム
噌
⊥
0
δ
3
コ
口

3
1
占
1
1
占
曽
⊥
2

0
0
1
」
¶
1
9
臼
9
臼
ー
ム

胎盤を除き鱗巨219 7 9

1）対照に比して妊娠群はとりこみ大

2）胎盤は妊後が大

沢

表35酸溶性分画の総括

1対則妊訓妊中i妊後

垂
状

下
下
甲
副
卵
胎

脳
体
腺
腎
巣
盤

ー
ム
ー
4
3
4

9
臼
1
3
¶
⊥
n
δ
ハ
δ

3
1
▲
2
ー
ム
2
2

4
｛
1
1
占
3
ー
ム
ー胎盤を除き総数　　13　　11 gi・・

1）対照に比して，妊娠群はとりこみは大

2）胎盤は予後に大

　以上まとめると表32，33，34，35の如くなる．表

中の番号はIncorporationの大きいものから順に1，

2，3，4とした．

欄筆するに当り終始御懇篤なる御指導，御鞭捷ならびに御校閲

を戴いた恩師赤須文男教授に対して衷心より感謝の意を表しま

す．なお，御助言出協力下さつた西田助教授，教室員各位ならび

に生化学教室，放射線科学教室に対して感謝致します．

文 献

1）赤須文男：胎盤の内分泌，南江堂，1957．

2）Phi11ip，　E．：　Zb1．　Gyn．，46，2527（1924）．

3）Smith，　G．　S．＆0．　W．　Smith：J．　Clin・

Endocrino1．，1，461，470（1941）．　4）Klei皿，1．

＆K．G．　Ober：Klin　Wschr．，32，464（1954）．

5）Siebke，　H．：　Arch．　Gynak．，146，417（19

31）．　　　　6）赤須文男：　日産婦誌，　7，655

（1955）．　　　7）赤須文男：蛋白ステロイドの

臨床，協同医書：出版社，（1958）．　　　　8）赤：須

文男：　日産婦誌，12，1223（1960）．

9）赤須文男＝産婦の世界，12，1375（1960）．

10）赤須文男：

11）差上康夫：

12）地上康夫：

13）越上康夫：

臨産婦，　11，533（1957）．

日産妬｝言志，　15，119　（1963）．

十全医誌，70，630（1964）．

十全医誌，　70，644（1964）．

14）Schoenheimer，　R．，　S．　Rat皿er＆D．　Rit．

tenberg：　J．　Biol．　Chem．，130，703（1939）．

15）Ratner，　S。，1）．　Rittenberg，　S．　A．1bert＆

R．Schoe皿11eimer：J．　Biol．　Chem．，134，665

（1940）．　　　　　　　16）Greenberg，　D．　M。＆T．

Winnick：J．　Bio1．　Chem．，173，199（1948）．

17）赤須文男・舘野政也：　日産婦誌，　11，1532

（1959）．　　　　18）赤須文男・舘野政也：　日産

婦誌，11，2048（1959）．　　　　19）赤須文男・

舘野政也：　日産婦誌，12，284（1960）．



妊娠現象と14C－glyc三neのIncorporation 307

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ジ

　
　
　
　
　
　
　
　
W
鮒
R
9
5
ン
赤

　
　
　
　
　
　
　
　
＆
α

　
　
　
　
　
　
　
　
r
l
N
4

　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
娼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
L

　
　
　
　
　
　
　
　
　
蹴

H
山
弱
G
ψ
G
－
㏄
凡
曲
D

　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
－

翻
㎞
旙
響
謡
ズ
圃

）
㎞
男
，
，
”
α
島
）
n
9
3
P り

a
9
3
4
7
鉱
t
守

20

f
2
0
5
2
工
2
4
5
9
勾
蛋
2
7
6
4
ゾ
2
9
3
0
C
R
C
M
研
3
3
B
q
R
研
3
5
1
0
P
エ
B
3
8
B
文
版
ン
H
S
4
2
s
o
O
工
4
4
7
4
二
日
H
4
8

亀
臨
．
．
馬
　
医

㏄
本
子
謡
　
同

二
日
鋤
恥
●
脇

　
　
　
　

－
載
旙
蝶

㎎
文
一
　
q
，

三
瀬
妬
妬
脚

ん
一
　
　
伍
っ

・
4
5
　
　
1
0
の

J
　
　
N
，
泌

　
　
　
5
7
㏄
分

L
　
γ
1
9
・
1
9
内

　
　
ワ
ロ
　
く
　
　

R
・
窃
6
9
麗
－

馬
D
－
5
A
雄

　

磁
q
1
2
，
照
喜

衆
撫
絵

一
，
，
産
　
）

　
　
　
　
●

書出版，（1961）．　　　49）］Mag皿us一：Levy，　A．：

Zschr．　Geburtsh．，52，116（1904）。

50）Baer，」．　L．3　Jber．　Gynak．，35，559（19

21）．　　51）Sandiford，1＆Wheeler．　T．：

J．BioL　Chem，，62，329（1924）．　　　　　　52）

Rowe，　A．　W．，　M．　D．　Alcott＆E．　M：orもimer＝

Amer．　J．　Physiol．，71667（1924）．　　　　　53）

Stander，　H．　J．＆C．　H．　Peckllam：Bull．

Hokpins　Hospita1，38，227（1926）．

54）Siedentopf，　II．3　Arch．　Gynak．，166，497

（1938）．　　　　　　55）A皿selmim，　K．」．＆F．

Hoffman113　Arch．　Gyn欲、，145，114（1931），

56）Plass，　E．　D．＆W．　A．　Yoakam：Amer．

J．Obst．　a．　Gynec．，18，556（1929）．

57）Hoffman皿，　F．：Ber．　Gynak．，35，1（19

37）．　　　　58）Hamburg11，　M：．，　E．　H．　Sobe1，

R．Kobli：n＆A．　Ri皿estone＝　Anat，　Rec．，144，

219（1962）．　　　　　　　　59）8ettendorf，　G．，　M．

Breckwol砒，　K．　K皿6rr＆H．　E．　Stegner＝

Dt．　Med．　Wschr．，89，1952（1964）．　　　60）

Lemtis，　H．：　Zbl．　Gynak，，45，11552（1966）．

61）植田安雄・水沢精一：　日内分泌誌，42，69，

（1966）．　　　　62）Sm蓋th，　G．　S．＆0．　W．
ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

Slmith＝　J．　Clin．　Endocrino1．，1，461（1941）．

63）Bachman，　C．：Amer．　J．　Obst．　a．　Gynec．，

42，599　（1941）．　　　　　　　　　64）　Rakoff，　A．　E．　3

Amer．　J．　Obst．　a．　Gynec．，48，856（1943）、

65）Hu皿scher，　H．　A．，　E．1）onelson，　B．　Nims，

F．Kenyon＆1．　G．　Macy：　J，　Biol．　Chem．，

99，507（1933）．　　　66）Seegers，　W．　H．：

Amer．　J．　Obst．　a．　Gynec．，34，1019（1937）．

67）丁血ompson，　H．　E．＆W．　T．　Pommere皿ke　3

J．Nutr．，17383（ユ939）．　　　　68）：Freyberg，

R．H．，　R．　D．　Reekie＆C．　Folsome：Amer．

J．Obst．　a．　Gynec．，36，200（1938）．

69）Oberst，　F．　W．＆E．　D．　Plass：Amer．

J．Obst．　a．　Gynec．，40，399（1940）．

70）M〔ahnert，　A，：　Arch．　Gynak．，　U9，407

（1923）．　　　　　　71）Mahllert，　A．＝　Arch．

Gynak．，121，620（1924）．　　　　　　　　　72）

Zacharjewski：　Zschr．　Bio1．，12，368（1894）．

73）L、andsもerg，　E．：　Zschr．　Geburtsh．，71，

163（1912）。　　　　　74）］Macy，1．　G．＆H．　A．

Hunscher：　Amer．　J．　Obst．　a．　Gynec．，27，

878（1934）．　　　　　75）中津幸男，日産婦誌：

34，127（1939）．　　76）沢崎rF秋：日産婦誌，



5, 545 (1953). 77) S:astwRts: Hee#Mas, 9, 719 (1957)･ 82) Lesie, I. & J･ N
5, 653 (1953), 78) ptftscig: Npt]fi}Q5 Davidson: Biochem. Biophys. Acta., 7, 413

wh, 41 (tF"}EUg), 35 (1966). 79) ajthJZS (1951)･ 83) Davidson, J. N.: Mme(D
gptjues-･SP-ineeere-･NPV<ifipt: Heeant･S, !Slice]2 (JEEHi5ceA･ig:NwaELER) ee31di, 98fi,

19, 950 (1967). 80) gJIIiii"$: HeeaMss, .Elt.Slll±lil5(, (1965).

7, 1375 (1955). 81) FEItXSA: Hrkmewh,

                                 Abstract

  Some observation on i4c-2-glycine incorporation into placentas and other endocrine

 organs in pregnant rats. Present experiments were performed to study how i4c-2-
 glycine was incorporated into each fraction of the organs. White female rats of
 wister Strain, weighing 140N150g, mated with male rats, were divided according to

 the period of pregnancy into four groups, A) Non-pregnant rats. B) Early
 pregnant rats. C) Middle pregnant rats. D) Late pregnant rats. Each rat was
 given !4c-2-glycine, 3,uc per 100g body weight, by intramuscular injection. All the

 rats were sacrificed after 6 hours by heart puncture, and viscera were all excised.

 Then placentas and endocrine organs were homogenized and were fractionated into
 four fractions by Schneider, s Method. Specific activities in each fraction were
 counted by Gas flow counter or Liquid Scincillition Counter.

  The Results were as follows. 1) Tissues weights were parallel with progress
 of pregnancy, particularly, ovaries and placentas remarkably enlarged, and thyroid
 glands and adrenal glands slightly enlarged. 2) Protein fractions : Diencephalons,

 pituitary glands, adrenal glands and placentas increased in early pregnant rats,
 while thyroid glands and ovaries in late pregnant rats.

  Generally speaking, incorporation in pregnant rats more increased than in
 nonpregnant. 3) Nucleic acids tractions : Incorporation into organs most increased
 in middle pregnant rats except diencephalon. In diencephalon of non-pregnant rat
the highest counts were observed. 4) Lipids fractions : As in nucleic acids, the
 highest counts in middle pregnant rats except diencephalon were shown. Generally,
 incorporation in pregnant rats more increased than in non-pregnant. 5) Acid-
 soluble fractions : No definite changes in each pregn tnt group were observed.

,


